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刀　銘 経家
文明18（1486）年　刃長：60.0cm
清神社（歴史民俗博物館寄託）　

こ
の
刀
は
、毛
利
元
就
が
清
神
社
に
寄

進
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、銘
か

ら
日
本
刀
の
一
大
生
産
地
で
あ
っ
た
備
前

国（
現
在
の
岡
山
県
）長
船
で
作
刀
し
て
い

た
刀
工
経
家
の
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

戦
乱
と
刀

こ
の
刀
は
打
刀
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

応
仁（
１
４
６
７
〜
１
４
６
９
年
）の
頃
に

そ
の
姿
が
完
成
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
時
期
の
戦
闘
は
、従
来
の
騎
馬
戦

か
ら
大
人
数
の
歩
兵
を
動
員
す
る
も
の
に

変
化
し
て
い
た
た
め
、刀
は
二
尺
二
寸（
約

67
㎝
）前
後
で
が
っ
ち
り
し
た
姿
を
持
つ

打
刀
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

太
刀
が
刃
を
下
に
し
て
腰
に
ひ
も
で
吊
る

す
一
方
、打
刀
は
刃
を
上
に
向
け
て
腰
に
差

す
様
式
の
も
の
で
、江
戸
時
代
以
降「
刀
」

と
言
え
ば
打
刀
の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な

刀　銘 経家
（伝　毛利元就寄進）

り
ま
し
た
。平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
前

期
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
太
刀
は
、抜
く
こ

と
、斬
る
こ
と
の
２
段
階
の
動
作
が
必
要

で
し
た
が
、刀
は
抜
く
こ
と
と
斬
る
こ
と

が
一
連
と
な
り
、刀
を
抜
く
と
同
時
に
斬
り

つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

打
刀
の
出
現
は
、戦
闘
方
法
の
変
化
や

戦
闘
が
よ
り
激
し
く
な
っ
た
こ
と
の
表
れ

で
あ
り
、こ
の
刀
が
作
ら
れ
た
時
期
や
姿
か

ら
も
当
時
の
戦
乱
の
状
況
が
伺
え
ま
す
。

清
神
社
と
毛
利
氏

清
神
社
は
古
代
か
ら
祇
園
社
と
し
て
吉

田
町
に
鎮
座
し
て
い
る
神
社
で
、中
世
に

は
毛
利
氏
の
祈
願
所
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。毛
利
氏
歴
代
の
当
主
か
ら
崇
敬
を
受

け
、多
く
の
棟
札
や
奉
納
品
が
存
在
し
て

い
ま
す
。

こ
の
刀
が
打
た
れ
た
文
明
18（
１
４
８

６
）年
は
元
就
の
父
弘
元
が
当
主
で
し
た

が
、こ
の
刀
が
家
中
で
伝
わ
り
、後
に
元
就

が
清
神
社
に
寄
進
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
ま
す
。残
念
な
が
ら
寄
進
さ
れ
た
年
月

日
は
不
明
で
す
が
、元
就
は
毛
利
一
族
が

祈
願
所
と
し
て
崇
敬
し
て
い
た
清
神
社

に
、戦
勝
祈
願
の
た
め
こ
の
刀
を
寄
進
し

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

う
ち
が
た
な

裏銘 表銘

備
州
長
船
経
家
作

文
明
十
八
年
二
月
日

産肉能力、肥育技術、生産効率が高く評価され、出品した

平百合勝号（黒毛和牛）が最優秀賞を受賞しました。
スポーツ推進委員として地域スポーツの普及・
振興に貢献したことを評し、表彰されました。

安芸高田市医師会・歯科医師会、広島
県薬剤師会三次支部がサージカルマ
スク（92,000枚）を寄贈されました。マ
スクは市内全小中学校（14校）に配布
し、新型コロナウイルス感染症の予防
対応として活用します。

平成9年9月から高宮町議
会議員、合併後は令和2
年11月まで安芸高田市議
会議員として、市議会議
長などを歴任し、23年に
わたり地方自治の発展に
尽力されました。

株式会社高田ファーム（甲田町）
やなぎはら　りょうへい

ひらゆりかつ

受章おめでとうございます。

代表取締役　柳原 涼平さん 田中 房人さん（高宮町）
たなか　ふさと

塚本 近さん（高宮町）
つかもと　ちかし

旭日小綬章

元市議会議員

第97回 広島県畜産共進会
「冬季枝肉の部」

秋の叙勲

令和3年度
スポーツ推進委員
功労者表彰

市内全小中学校へのマスク寄贈

最優秀賞受賞

吉田、美土里、甲田中学校
3校で校長を歴任し、学校
教育の充実発展に貢献。
退職後は歴史民俗博物館
館長として、歴史資料・文
化財の保存・活用事業に
尽力されました。

中村 計助さん（甲田町）
なかむら けいすけ
元公立中学校長

広島地方裁判所・広島簡
易裁判所・三次簡易裁判
所の調停委員として民事
の調停に従事。さまざま
な紛争の解決に尽力さ
れ、調停制度の普及・発展
に貢献されました。

尾谷 勇人さん（美土里町）
おだに　 いさと
調停委員

昭和53年に八千代町消
防団に入団。以降42年間
にわたり消防団活動に従
事され、安芸高田市消防
団団長などを歴任。第一
線で消防活動に尽力され
ました。

（故）石神 博さん（八千代町）
いしがみ　ひろし

元市消防団長

瑞宝双光章 藍綬褒章
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